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青少年問題の悩みなどお気軽に
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(日Bl･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

心
に
残
る
一
票
を
！

　
任
期
満
了
に
伴
う
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

四
月
十
四
日
剛
に
告
示
さ
れ
、
二
十
一
日
間
が

投
票
日
で
す
。
市
政
に
生
か
す
、
大
切
な
あ
な

た
の
一
票
。
じ
っ
く
り
選
ん
で
、
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

l｡－一個－－一番皿皿皿－

投
票
時

間
　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら

午
堡
〈
時
ま
で
。
た
だ
し
、
第
十

七
・
十
八
欝
炭
は
、
午
後
五
時

ま
で
で
す
。投

票
で
き

る
人

昭
和
四
生
八
年
四
月
二
十
二
日

卜
大
切
な
あ
な
た
の
一
票
。
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
よ
う

ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
三
年
一
月

十
三
日
ま
で
に
住
器
彩
作
成
さ

れ
、
引
き
読
点
落
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
。

　
宇
治
市
内
で

住
所
を
移
し
た

人四
月
一
日
以
後
に
市
内
転
居
し

切り離してください○

投票所入場券

た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投

票
　
響
百
当
日
、
仕
事
・
旅
行
・

入
院
な
ど
の
た
め
、
ご
フ
し
て
も

雲
雨
に
行
け
な
い
人
は
、
不
在

者
投
票
が
で
奎
尽
ｙ
。

　
投
票
所
へ
は
、
投
票
所
入
場

券
夕
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
あ
ら
か
じ
の
、
各
選
挙
人

ご
と
に
、
点
線
に
沿
っ
て
切
り

離
し
て
お
く
こ
と
も
お
忘
れ
な

　
な
お
、
な
く
し
た
り
、
忘
れ

た
り
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
受
付

係
に
申
し
出
て
、
入
場
券
の
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に

今
西
眞
雄
さ
ん

　
　
　
　
を
選
任

宇
治
市
議
会
は
、
三
月
二
十

　
不
在
者
投
票
は
、
四
月
十
四
日

旧
か
ら
二
十
日
出
ま
で
、
市
役
所

議
会
棟
Ｅ
階
で
、
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
指
定
病
院
・
施
設

に
入
院
中
ま
た
は
入
所
中
の
人
は
、

そ
の
施
設
の
長
に
申
し
出
て
ぐ
だ

さ
い
。選

挙
広
報

　
選
挙
公
報
は
、
候
補
者
の
氏
名
・

経
歴
・
政
見
な
芦
蚤
掲
載
。
四
月

十
八
日
閑
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・

産
経
・
日
本
経
済
・
京
都
の
各
紙

朝
刊
に
折
り
込
み
ま
す
。
な
お
、

こ
の
選
挙
公
報
は
、
市
役
所
・
各

公
民
館
（
中
央
は
除
く
）
・
各
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
菟
道
は
除
く
）
・

東
宇
治
消
防
分
署
・
西
小
倉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
置
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

六
日
の
三
月
定
例
会
で
、
今
西

匪
雄
さ
ん
（
六
十
一
歳
）
を
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
選
任

（
再
任
）
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
任
期
は
、
三
年
四
月
十

日
か
忿
〈
年
四
月
九
日
ま
で
の

三
年
間
で
す
。

皆さんと行政のパイプ役

行政相談委員へ

気軽にご相談を
　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
、

国
や
府
・
市
を
は
に
あ
、
Ｊ
Ｒ
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、

苦
情
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
起

こ
っ
た
…
…

　
こ
ん
な
と
き
に
は
「
行
政
相

談
」
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
に
携
わ
る
行
政
相
談

委
員
は
、
社
会
的
信
望
が
あ
り
、

行
政
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
、

理
解
と
熱
意
を
お
持
ち
の
人
の

中
か
ら
、
市
長
が
推
薦
し
、
総
務

庁
長
官
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
。

行政相談委員（敬称略）

　
五
月
二
土
（
日
開
催
の
「
京

都
み
ど
り
の
禁
鳥
（
第
四
十
二

回
全
国
植
樹
祭
）
が
六
十
三
日

後
に
迫
っ
た
三
月
二
十
四
日
、

会
場
と
な
る
府
民
ふ
れ
あ
い
の

森
（
広
野
町
、
太
陽
が
丘
西
隣
）

で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
、
出
演
者
や

協
力
者
な
芦
約
二
千
五
百
人
が

参
加
。
本
番
に
向
け
て
、
入
念

な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
月
二
土
〈
日
に
は
、

府
内
を
巡
回
し
て
い
る
「
京
都

み
ど
り
の
祭
具
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

隊
」
が
本
市
を
訪
問
。
府
知
事

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
レ
ー
ト

が
池
本
市
長
に
渡
さ
れ
、
市
長

か
ら
は
、
奥
ノ
山
茶
園
（
宇
治

七
名
園
の
一
つ
）
の
土
と
宇
治

川
の
水
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
二
年
。

　
市
の
行
政
相
談
委
員
は
、
左

表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
、
こ

の
た
び
、
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ

ま
し
た
。

　
相
談
は
、
毎
月
第
三
木
曜
日

の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
市
役
所
市
民
相
談
室
（
内

線
２
３
０
・
２
３
１
）
で
実
施
。

ま
た
、
各
委
員
の
自
宅
で
も
、

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

瀬
田
佐
江子

増
井

繁

一ａ

旱

伍

氏

Ｚ

宇
治
束内
23

豊
21

４
７
９３

伊

勢
田

町

北

山
５

の

23

豊

20

０

１
２

４

五
ヶ

庄
-･
j･-一
番

割

10

豊

31

８
３

８
５

住

所

電

話

番

り

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

1235

開催機運盛り上

がる

４月21日(日)は市議選投票日

問い合わ

せ　選挙

管理委員

会事務局

（内線4

30）

市
役
所
は
、
4
月
1
3
日
（
土
）
か
ら
第
2
・
第
4
土

曜
日
は
閉
庁
し
ま
す

京都緑の祭典まであと45日
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市民スポーツ教室　スポーツ・レクリエーション大
会へ

ド
第
８
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
。
家
族
対
抗
リ
レ
ー
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昨
年
1
0
月
1
0
日
、
太
陽
が
丘
で
）

▲母と子の水泳教室（昨年７月、西宇治公園プールで）

※　東宇治地域の5/22、南宇治･広野地域の7／3は屋外運動場で。その他はすべて体育館で

　
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
健
康
や
体
力
を
増
進
す
る
と

と
も
に
、
余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
大
会
を
開
催
。
こ
の
程
、
平
成
三
年
度
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
あ
な
た
も
自
分
に
適
し
た

ス
ポ
ー
ツ
を
、
暮
ら
し
の
中
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。
な
お
、
年
間
予
定
は
、
会
場
な
ど
の
都
合
に

よ
り
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
ぺ
は
、
順
次
開
催
日
の
前
に
「
市
政
だ
よ

り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
民
体
育
課
内
線
4
7
9

市民スポーツ教室の予定表 参加賢は無料。申し込み制

重点普及スポーツグラウンドゴルフ

ルール講習・実技指導、参加費は無料

各種講習会の予定表

スポーツ・レクリエーション大会の予疋表

ニュースポーツ教室予定表 参加費は無料
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市
民
の
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ

　
　
こ
と
ば
の
教
室

　
南
小
倉
小
学
校
・
宇
治
小
学
校

に
引
き
続
き
、
今
年
度
か
ら
、
平

盛
小
学
校
に
新
し
ぐ
「
こ
と
ば
の

教
室
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
こ
と
ば
の
教
室
」
は
、
こ
と

ば
に
か
か
わ
る
障
害
や
つ
ま
ず
き

か
痔
つ
子
芦
も
に
対
し
て
、
一
人

ひ
と
り
を
豊
か
に
育
て
る
と
い
う

立
場
か
ら
、
そ
の
一
方
七
の
持
っ

て
い
る
力
夕
千
分
出
せ
る
ぷ
っ
に

指
導
・
援
助
す
る
場
で
す
。

　
ま
た
、
こ
と
ぱ
や
発
達
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
教
育

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
▼
対
象
・
：
正
し
い
発
音
が
で
き

な
い
・
こ
と
ば
が
出
に
く
い
・
音

m
り
返
す
な
ど
の
つ
ま
ず
き
を

持
つ
児
童
▼
内
容
・
・
・
原
則
と
し

て
週
Ｉ
～
２
回
の
個
別
指
導
。
費

用
は
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
南
小

倉
小
学
校
「
こ
と
ぱ
の
教
室
」
（
豊

2
0
・
1
1
3
7
）
、
宇
治
小
学
校

「
こ
と
ば
の
教
室
」
（
豊
3
2
・
6
6
0

6
）
、
平
盛
小
学
校
「
こ
と
ば
の
教

室
」
（
豊
4
6
・
5
8
5
2
）
へ
。

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
４
月
の
も
よ
お
し

回
森
林
浴
と
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
▼
と
き
…
４
月
2
9

日
冊
午
前
９
時
～
午
後
４
時
▼
行

き
先
…
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
▼
対
象

・
：
小
・
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
持
ち
物
…

昼
食
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
。
交
通
費

は
各
自
負
担
▼
指
導
・
：
中
島
憚
冶

さ
ん
▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー

（
き
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。

回
お
’
は
な
し
会
　
▼
と
き
・
：

４
月
2
4
日
困
午
後
３
時
半
～
４
時

▼
と
こ
ろ
…
同
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

・
・
・
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
。

　
ス
ピ
ー
ク
サ
ロ
ン

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
1
6
日
ト
来
年
３

月
３
日
の
毎
月
第
―
・
第
具
曜

日
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半
▼
と

こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館
▼
定
輿
・
：
先

肴
1
5
人
▼
申
し
込
み
…
同
公
民
館

（
容
4
1
・
7
4
5
0
）
へ
。

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
ぺ
取
ひ
替
え
る
な
ら
イ
ン
バ

ー
タ
ー
・
：
と
、
中
年
男
性
が
蛍

光
ラ
ン
プ
之
持
っ
て
歩
き
回
る

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

強
か
っ
た
た
め
か
、
イ
ン
バ
ー

タ
ー
方
式
の
照
明
器
具
が
よ
く

売
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
「
イ
ン
バ
ー
タ
ー
方
式
」

と
は
戸
応
な
も
の
で
、
従
来
の

も
の
と
は
ど
こ
が
ご
つ
違
う
の

で
し
よ
シ
か
。

　
周
波
数
交
換
装
置

　
「
イ
ン
バ
ー
タ
ー
」
の
本
来
の

意
味
は
、
直
頁
男
か
支
流
電

力
に
変
換
す
る
装
置
の
こ
と
。

　
温
泉
探
査
に
ご
協
力
を

　
温
泉
開
発
事
業
に
伴
い
、
四
月

十
一
日
出
・
十
二
日
金
の
両
日
、

市
内
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
か
ら

調
査
し
柔
ｙ
。
低
空
飛
行
に
よ
る

騒
音
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
ト
￥
チ
。
な
お
、

天
侯
に
よ
り
調
査
日
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、

商
工
観
光
課
（
内
線
２
９
４
）
へ
お

問
覧
お
せ
く
だ
さ
い
。

　
親
子
写
生
大
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
8
日
間
午
前
1
0

時
～
Ｈ
時
、
山
城
総
合
迎
動
公
園

体
育
館
事
務
所
で
受
け
付
け
（
雨

天
中
止
）
▼
対
象
・
：
４
歳
よ
学

生
（
父
兄
同
伴
）
▼
定
員
・
：
ｌ
Ｏ
Ｏ

人
▼
費
用
…
２
０
０
円
▼
申
し
込

み
…
往
復
は
が
き
で
2
0
日
出
（
必

着
）
ま
で
に
、
山
城
総
合
運
動
公

園
管
理
事
務
所
（
〒
6
1
1
広
野
町
八

軒
屋
谷
Ｉ
、
豊
2
4
・
1
3
1
3
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
4
日
旧
午
前
８

時
半
一
京
阪
宇
治
駅
災
合
（
雨
天
の

り
ま
し
た
。

　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を

　
利
用
し
た
商
品
例

の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
照
明
器
具

　
従
来
の
安
定
器
忽
削
し
た

蛍
光
灯
は
、
か
私
か
ダ
ぷ

場
合
は
2
1
日
冊
）
▼
行
程
・
山
科
・

近
江
神
宮
方
面
、
約
Ｈ
‘
Ｅ
▼
持
ち

物
・
：
昼
食
・
雨
具
な
ど
、
交
通
費
は

各
自
負
担
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
：
木
村

長
次
さ
ん
（
き
2
1
･

Ｃ
Ｏ
６
３
３
）
へ
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
7
日
出
午
後
１

時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…

黄
璧
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
…

各
先
着
3
0
人
▼
費
用
・
・
・
1
0
0
0

．
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
…
1
4
日

聞
午
前
９
時
か
ら
同
館
（
き
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
。
顔
写
真
（
３
ぢ
×

２
・
５
？
）
が
必
要
。

　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　
▼
と
き
・
：
４
月
2
9
日
向
午
前
９

時
、
山
城
総
合
運
動
公
園
集
合
▼

行
程
・
：
東
海
自
然
歩
道
を
通
っ
て

み
ど
ぴ
が
丘
へ
▼
定
員
・
・
・
１
５
０

人
▼
費
用
・
・
・
３
０
０
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
は
が
き
で
1
5
日
間
（
必
着
）
ま

で
に
、
山
城
総
合
運
動
公
園
管
理

事
務
所
（
〒

6
1
1
広
野
町
八
軒
屋
谷

―
、
き
2
4
・
1
3
1
3
）
へ
。

ち
ら
つ
う
葛
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
ラ
ジ
丈
蚤
符
け
る

と
雑
音
が
入
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

○
イ
ン
バ
ー
タ
ー
エ
ア
コ
ン

　
こ
れ
ま
で
の
エ
ア
コ
ン
は
、

室
外
機
の
モ
ー
タ
ー
が
定
速
回

　
う
な
り
音
や
ち
ら
つ
き
が
な
く
な
っ
た

イ
ン
バ
ー
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

そ
れ
が
最
近
で
は
、
家
庭
の
交

β
詣
の
周
波
数
を
希
望
ず
る

周
波
数
に
変
換
す
る
装
置
全
体

か
指
す
ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
使
用
に
よ

り
、
能
力
や
性
能
が
向
上
す
る

と
共
に
、
｛
澄
周
波
数
の
違
い

を
気
に
掛
け
る
必
要
か
な
ぐ
な

り
音
が
す
る
な
ど
の
欠
点
が
あ

り
ま
し
た
が
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー

回
路
か
訟
痢
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ラ
な
り
音
の
原
因
の
安
定
器
が

不
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

家
庭
の
交
牽
訟
の
周
波
数
を
、

約
千
倍
の
五
十
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
前

後
の
高
周
波
に
変
換
す
る
た
め
、

転
ト
ぶ
で
き
な
い
た
め
、
モ
ー

タ
ー
を
断
続
し
て
室
温
を
調
節

し
て
い
ま
し
た
‥

　
一
方
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
も

の
は
、
モ
ー
タ
ー
に
供
給
す
る

｛
濃
の
周
波
数
か
希
温
に
に
じ

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
り
、
室
外
機
の
能
力
を
調
節

１
４
参
4
1
1
1
4
－
４
－
１
１
１
－
４
１
４
Ｊ

治
）
会
に
加
入
の
ご
家
庭
に
は
、

　
　

　

役
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
］

既
に
配
布
し
て
い
未
了
。
　
　
一

　
加
入
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
一

広
報
課
（
内
線
２
２
７
）
へ
電
話

　
　

　

か
来
庁
で
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
］

ン
タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
横
　
　
　

島
管
理
事
務
所
に
れ
政
い
て
い
Ｉ

ご
利
用
く
だ
さ
い

私
道
整
備
補
助

　
市
で
は
、
生
活
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
私
道
の
舗
装
新

設
・
補
修
や
、
排
水
設
備
の
補

修
・
改
良
工
事
に
対
し
て
、
補

助
金
か
麦
付
。
今
年
度
か
ら
、

補
助
率
が
改
定
（
二
分
の
一
か

ら
三
分
の
ニ
ヘ
）
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
対
象
（
次
の
条
件
か
す
べ

て
満
た
す
私
道
）
・
：
①
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
し
て
い
る
も

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
運
転
開
始
時
に
は
、
フ
ル

パ
ワ
ー
で
モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ

せ
て
運
転
す
る
の
で
、
室
温
の

立
ち
上
が
口
が
速
ぐ
、
部
屋
が

適
温
に
な
っ
た
あ
と
は
適
切
に

連
続
運
転
す
る
の
で
、
宰
温
の

変
化
が
小
さ
ぐ
快
適
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
面
も

　
イ
ン
バ
Ｌ

性
能
は
確
か
に
良
く
な
り
ま
し

た
。
し
石
し
な
が
ら
、
照
明
器

具
に
よ
っ
て
は
、
ラ
ン
プ
の
表

面
温
度
が
百
度
前
後
に
な
る
も

の
が
あ
り
、
子
μ
も
が
い
る
家

庭
で
は
や
け
ど
に
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
価
格
も
概
し
て

従
来
の
も
の
よ
り
二
～
三
割
高

く
な
っ
て
い
未
７
．

の
　
②
幅
員
が
２
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
（
袋
路
状
の
道

で
は
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま

す
）
③
街
き
よ
、
側
溝
、
暗
き
よ

及
び
雨
水
ま
す
な
ど
の
排
水
設

備
の
あ
る
も
の
④
建
設
完
了

後
３
年
以
上
経
過
し
て
い
る
も

の
▼
対
象
者
…
整
備
工
事
夕
兵

同
営
と
し
て
行
う
町
内
会
や
自

治
会
な
ど
▼
補
助
額
・
：
市
長
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
認
定
す
る

工
事
費
の
３
分
の
２
に
相
当
す

る
額
▼
申
請
・
・
土
事
首
手
予
定

日
の
3
0
日
前
ま
で
に
道
路
課
へ

▼
申
請
期
限
・
：
1
2
月
2
7
日
溺
▼

問
い
〈
Ｂ
せ
＝
・
道
路
課
庶
務
係

（
内
線
４
９
７
）
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
か

ら　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

の
住
民
が
「
し
あ
わ
せ
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
地
域
福
祉
活
動
や
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く

組
織
で
す
。
そ
の
運
営
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
会
費
」
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
好
例
が
地
域
福
祉
の
推

進
の
中
核
と
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
▼
会
費
・
：
○
一
般
‥
‥
５
０
０

円
Ｏ
賛
助
1
1
0
0
0
円
Ｏ
特

別
Ｉ
１
万
円
（
い
ず
れ
も
Ｉ
ロ

の
年
額
）
。

　
詳
し
ぐ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
（
豊
2
2
・
5
6
5
0
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

　
第
２
・
４
土
曜
日
は

　
事
務
を
休
み
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
四

月
か
ら
、
第
二
・
四
土
曜
日
の

事
務
聚
休
ま
せ
て
い
た
だ
章
よ

す
。
た
だ
し
、
総
合
福
祉
会
館

の
業
務
は
今
ま
で
ど
お
臼
行
い

未
了
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
求
了
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
ふ
れ
あ
い
教
室

　
〈
Ａ
ク
ラ
ス
》
▼
と
き
・
：
４
月

1
6
日
ト
来
年
３
月
1
7
日
の
毎
月

第
３
火
曜
日
▼
内
容
…
○
午
前

―
散
歩
・
モ
ザ
イ
ク
画
・
陶
芸
・

折
り
染
め
・
書
き
初
め
な
ど
○

午
後
＝
機
能
回
復
訓
練
。

　
〈
Ｂ
ク
ラ
ス
〉
▼
と
き
…
４
月

2
6
日
～
来
年
３
月
６
日
の
毎
月

第
Ｌ
金
曜
日
▼
内
容
…
○
午
前

＝
散
歩
・
民
話
差
心
む
・
万
一
笑
集

を
読
む
・
折
り
染
め
・
書
き
初
め

な
ど
○
午
後
の
部
＝
日
常
牛
活

訓
練
・
音
楽
療
法
・
軽
ス
ポ
ー
ベ

　
　
　
　
　
　
◇

　
い
ず
れ
も
、
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

一
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

１
１
１
住
の
外
出
困
難
な
重
度
障
害
者

一
　
（
送
迎
し
ま
す
）
ｙ
定
員
＝
・
各
６

　
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

一
考
し
ま
す
）
ｙ
費
用
・
・
・
材
料
費

　
　
　

　
程
度
ｙ
申
し
込
み
・
・
・
社
会
福
祉

ヱ

印鑑登録と　

証明書申請手続き

〈
印
鑑
登
録
で
き
る
人
〉

登
録
申
請
に
来
庁
さ
れ
る
と
、

手
続
き
は
即
日
完
了
し
ま
す
。

　
▼
官
公
署
発
行
で
、
本
人
の

写
真
が
は
っ
て
あ
る
免
許
証
・

資
格
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
と

き
▼
保
証
人
が
、
申
請
者
が
本

人
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
保
証

し
た
と
き
。
保
証
人
は
自
分
の

実
印
を
持
っ
て
（
市
外
の
人
は

印
鑑
証
明
書
一
通
が
必
要
）
、
申

請
者
と
一
緒
に
来
庁
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
保
証
書
に
署
名
し
、
実

印
を
押
し
て
い
た
だ
康
軍
ｙ
。

　
♀
続
き
が
完
了
す
る
と
、
印

　
鑑
登
録
証
（
登
録
力
－
ド
）
を

　
お
渡
し
し
ま
す
）

　
転
出
・
死
亡
な
ど
で
登
録
を

抹
消
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
登

　
市
内
に
住
民
登
録
・
外
国
人
録
カ
ー
ド
を
返
却
し
て
く
だ
さ

登
録
を
し
て
い
る
十
五
歳
以
上
い
。
ま
た
、
カ
ー
ド
か
紛
失
し

の
人
で
、
一
人
一
個
登
録
す
る
た
と
き
は
、
登
録
者
本
人
が
す

こ
と
が
で
空
軍
ｙ
。
　
　
　
　
ぐ
届
け
出
欠
代
理
人
に
依
頼

　
〈
本
人
が
登
録
申
請
を
〉
　
　
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が
必
要

　
登
録
申
請
は
本
人
が
手
続
き
で
す
。
登
録
時
同
様
、
本
人
の

を
。
や
む
を
得
ず
代
翠
人
に
依
意
思
確
認
の
た
め
、
照
会
書
を

頼
す
る
と
き
は
、
本
人
が
自
署
・
送
付
し
康
ｙ
。

押
印
し
た
委
任
状
（
だ
の
見
　
〈
印
鑑
登
録
証
明
書
申
臍
に
は

本
参
照
）
が
必
要
。
親
子
・
夫
　
登
録
力
－
ド
が
必
要
〉

婦
で
も
、
本
人
以
外
は
す
べ
て
　
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な

委
任
状
が
必
要
で
す
。
　
　
　
と
き
は
、
印
鑑
登
録
書
（
登
録

　
〈
登
録
手
続
き
の
完
了
に
は
〉
　
カ
ー
ド
）
か
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

　
登
録
申
請
の
確
認
夕
行
い
ま
い
。
カ
ー
ド
を
忘
れ
た
り
紛
失

す
。
本
人
申
請
・
代
理
人
申
請
　
し
た
場
合
、
証
明
書
は
発
行
で

に
か
か
わ
ら
ず
、
登
録
申
請
の
　
海
汲
せ
ん
。

確
認
の
た
め
、
申
請
者
本
人
の
　
代
理
人
に
依
頼
す
る
と
き
は

自
宅
あ
て
に
照
会
書
を
送
付
し
　
カ
ー
ド
か
渡
し
、
住
所
・
氏
名
・

ま
す
の
で
、
一
ヵ
月
以
内
に
回
　
生
年
月
日
を
正
ぼ
に
伝
え
て
ぐ

答
書
聚
持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
だ
さ
い
。
交
付
申
請
書
記
入
の

回
答
書
か
痔
参
さ
れ
た
時
点
で
　
際
に
、
代
理
人
が
、
申
請
書
の

手
続
き
は
完
了
し
ま
す
。
　
　
住
所
や
生
年
月
日
を
正
確
に
記

　
〈
登
録
申
請
手
続
き
が
即
日
完
　
入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
印
鑑

　
了
す
る
場
合
〉
　
　
　
　
　
登
録
証
明
書
は
発
行
で
声
蛋
せ

　
次
の
場
合
に
限
り
、
本
人
が
　
ん
。

　　委任状様式見本

　　　委　任　状

（代理人) it所旦oooooo

　　　　氏名○○○○

　　　　生年月日○年○月○日

　上記の者に、印sa録申

請に関する権限を委任しＪ

す。

宇治市長殿　平成年月　日

（委任者）住所○○○○○○
　　一

　氏名○○ooR
　　一

　生年月日○年○月○日
　　-

(用紙は便せんなどを使用してく/.'?い）

1237

みんなの力で宇治茶振興！

お茶摘みさんを募集

　
宇
治
の
代
名
詞
と
も
な
っ
て

い
る
伝
統
の
宇
治
茶
は
、
一
葉

一
葉
手
摘
み
を
し
て
高
級
茶
に

仕
上
げ
呉
れ
ま
す
。
し
ぶ
し
、

年
々
お
茶
摘
み
さ
ん
が
少
な
く

な
り
、
宇
治
市
茶
生
産
組
合
の

各
農
家
で
は
、
人
手
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
未
丁
。

　
茶
摘
み
は
、
だ
れ
に
で
も
で

き
る
仕
事
で
す
。
宇
治
茶
振
興

の
た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を
貸

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
期
間
は
五
月
初
旬
か
ら
一
力

月
間
。
勤
務
時
間
・
報
酬
・
通

勤
方
法
な
ど
は
、
・
各
農
家
と
相

談
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
送
迎
も
ほ

と
ん
ど
の
農
家
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
申
し
込
み
は
、
募
集
の
ポ
ス

タ
ー
を
出
し
て
い
る
茶
農
家
へ

直
接
。
ま
た
は
、
宇
治
市
農
協

本
店
営
農
課
（
豊
2
2
・
1
2
4

1
）
へ
お
問
い
<
1
[
１
Ｃ
＼
く
だ
さ

い
。
な
お
、
で
箆
ハ
ば
数
人
の

グ
ル
ー
プ
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
農
林
茶
業
課
）

ご注意ください

お持ちですか

市民カレンダー

と手引き

社

協

　

会

員

募

集

社
協
福
祉
協
議
会

か
ら
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　我が国は｢人生80 年｣と言われる時代を迎えました。市ではこの長寿社会の

中、市民の皆さんが健康に過ごせるよう、基本健康診査・各種がん検診、成

人健康相談などを行っています。今回は成人健m相談についてご紹介します。

成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
…
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ご
利
用
く
だ
さ
い

成
人
健
康
相
談

　
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
毎
年
延
び

続
け
て
お
り
、
今
や
世
界
一
の
長
寿

国
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

し
祁
し
一
方
で
は
、
が
ん
衆
ば
に
あ

高
血
圧
症
や
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど

の
成
人
病
に
か
か
る
人
、
そ
れ
が
原

因
で
死
亡
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
死
亡
原
因
の
一
位
は
が

ん
、
二
位
か
心
臓
病
、
三
位
が
脳
血

管
疾
患
で
、
こ
の
三
つ
だ
け
で
、
全

体
の
死
亡
者
数
の
三
分
の
二
か
占
め

て
い
ま
ず
。

　
成
人
病
は
日
常
の
生
活
の
中
で
じ

わ
じ
わ
悪
化
し
て
い
く
病
気
で
、
習

慣
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
習
慣

病
の
予
防
に
は
、
日
常
生
活
で
栄
養
、

運
動
、
休
養
な
ど
に
気
舎
付
け
る
こ

と
と
、
定
期
的
に
検
診
か
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の

・
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
悪
い
習
慣
は

な
く
し
、
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
「
最
近
体
の
調
子
が
よ
く
な
い
の
で
、
血

圧
を
測
っ
て
ほ
し
い
」
「
健
康
に
つ
い
て
、

ち
ょ
っ
と
相
談
し
た
い
」
－
こ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
成
人
健
康
相
談
で
は
、
血
圧
を
測
定
す
る

ほ
か
、
健
康
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
、

●
減
塩
食
の
試
食
会

　
体
に
い
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
。

　
「
薄
味
は
圭
心
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
試
食
会
で
は
減
塩
の
大
切

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
ぐ
と
共
に
、

生
活
の
中
で
無
理
な
く
塩
分
を
減

ら
せ
る
ぷ
っ
、
薄
味
で
お
い
し
い

献
立
を
紹
介
し
、
実
際
に
試
食
し

て
い
た
だ
き
ま
ず
。
ま
た
、
〇
・

八
％
の
減
塩
み
そ
汁
を
飲
ん
で
、

家
庭
の
味
と
比
較
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
そ
の
日
の
献
立
な

ど
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
″
卜
も

配
布
１
　
善
す
。

「薄味の料理でも、工夫すればおいしくいただける

んですね」-゛減塩食の試食会、は、実際に減塩食

や減塩みそ汁を試食していただくほか、薄味の料理

をおいしく食べるコッを話し合う場にも（昨年６月

29日、小倉公民館で）

●
●

　
・
減
塩
食
の
試
食
会
・
ス
ト
レ
″
チ
体
操
・

尿
検
査
か
月
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
参
加
し
、
改
め
て
、
自
分
や
家
族
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
〈
日
程
〉
　
左
下
表
の
と
お
リ

　
〈
時
間
〉
　
午
前
９
時
半
天
１
１
‥
時

　
●
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　
疲
れ
た
ひ
仕
事
や
勉
強
に
飽
き

た
り
す
る
と
、
だ
れ
で
も
自
然
に

大
奇
ぐ
伸
び
温
石
も
の
。
あ
の

心
地
よ
豆
簾
摸
に
し
た
の
が
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
ミ
血
行
が
よ
く

な
る
と
い
み
効
用
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
″
チ
体
操
は
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
、
で
き
る
範
囲
で
筋
肉

忿
悠
早
も
の
で
、
だ
れ
に
で
も

で
き
、
気
分
転
換
や
運
動
不
足
解

消
見
適
し
て
い
未
了
。
ま
た
、
座

っ
て
や
る
方
法
も
あ
り
、
足
や
ひ

ざ
の
悪
い
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
会
場
で
は
実
技
指
導
の
ほ
か
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
●
尿
検
査

　
①
一
般
的
な
尿
検
査
（
ウ
ロ
ビ

リ
ノ
ー
ゲ
ン
・
尿
た
ん
ぱ
ぐ
・
尿

糖
・
潜
血
・
酸
性
度
）
と
、
②
尿

中
の
塩
分
量
の
測
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
①
で
は
腎
臓
、
糖
尿
、
疲

労
の
具
合
な
ど
、
②
で
は
前
日
に

摂
取
し
た
塩
分
の
量
を
知
る
こ
と

が
で
冷
ま
す
。

　
①
だ
認
雪
布
望
す
る
人
は
会
場

で
尿
を
採
っ
て
い
た
だ
孝
示
ｙ
。

②
も
希
四
す
る
人
は
、
朝
起
き
て

　
一
番
最
初
の
尿
（
夜
間
に
起
き
て

ト
イ
レ
に
行
っ
た
人
は
そ
れ
も
併

せ
て
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

成人健康相談の日程

1238

成人病予防のための

食生活指針
これは平成２年９月に厚生省が出したもの

です。あなたの家庭では守れていますか。

１。いろいろ食べて成人病予防

　・主食、主菜、副菜をそろえ、目標は１日3〔〕食品

　・いろいろ食べても、食べ過ぎ､ないように

2. 日常生活は食事と運動のバランスで

　・食事はいつも腹八分目

　・運動十分で食事を楽しもう

3.減塩で高血圧と胃がん予防

　・塩辛い食品を避け､食塩摂取は1日mグラム以下

　・調理の工夫で、無理なく減塩

4.脂肪を減らして心臓病予防

　●脂肪とコレステロール摂取を控えめに

　●動物性脂肪､植物油､魚油をバランスよく

5.生野菜、緑黄色野菜でがん予防

　・生野菜、緑黄色野菜を毎日の食卓に

6.食物繊維で便秘・大腸がんを予防

　・野菜、海藻をたっぷりと

7.カルシウムを十分とって丈夫な骨づくり

　・骨粗しょう症の予防は青壮年期から

　・カルシウムに富む牛乳、小魚、海藻を

8.甘いものは程々に

　・糖分を控えて肥満を予防

9.禁煙、節酒で健康長寿

　・禁煙は百益あっても一害なし

　●百薬の長・アルコールも飲み方次第

対

象

時

間二
血圧相談と　血圧相談

　　　と減塩食試食会

血圧相談と 血圧相談と　血圧相談

　　　と減塩食試食会

血圧相談と
ストレッチ

体　操 尿検査 尿検査
ストレッチ

体　操

ストレッチ

体　操 尿検査 尿検査
ストレッチ

体　操

１月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 "l月 ２月 ３月

市

民

9:30

　S

II:00

開公民分館 19(愈 i金 2恋 4(愈 6(金う 7遡

三室戸集会所 12(金) 14(金 9佃 11(佃 13(白 14(金l

城南荘集会所 25(金う 21(金 30(白 18(^ 20(金 21(含

広野公民館 24(白 12(金 13(4) 1(白 17(4) 13(^

木幡公民館 v金 19(金9 20吻 15(*1 24憑 2i含

小倉公民館 10(金 5(佃 6(含 8(金 10(#) a白

保健医療センター 7(*) 1(月) 2(月) 5沃） 281火) 2(月)

　

肥満はこわい肥
満
に
な
る
と

　
肥
満
が
問
題
と
な
る
の
は
、

た
と
え
ふ
汪
な
ん
で
も
な
く
て

も
、
そ
の
状
態
が
長
く
続
く
と

様
々
な
病
気
の
引
き
金
と
な
る

か
ら
で
す
。
肥
満
の
人
は
、
次

の
成
人
病
に
か
か
り
や
す
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　
〈
高
血
圧
・
脳
卒
中
〉
　
肥
満

の
人
は
高
血
圧
に
な
り
や
す
く
、

そ
れ
が
原
因
で
脳
卒
中
が
発
生

し
や
ず
く
な
る
。

　
〈
心
臓
病
〉
　
体
重
が
重
い
と

心
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
心
臓

肥
大
が
起
こ
っ
て
、
や
が
て
心

筋
こ
う
そ
ぐ
な
ど
か
起
こ
す
。

　
〈
糖
尿
病
〉
　
四
十
歳
以
降
に

発
生
す
る
糖
尿
病
は
、
肥
満
の

人
に
多
い
。

この数値が25以上

　の場合は肥満

　
〈
肝
・
胆
道
疾
患
〉
　
肥
満
が

あ
る
と
肝
臓
に
脂
肪
が
付
き
や

す
く
、
特
に
飲
酒
量
の
多
い
人

は
肝
硬
変
に
発
展
す
る
可
能
性

　　最近、国際的にもよく使われる

　BM /　ぐボディ・マス・インデッ

　クスλこの数値が■25以上の場合、

肥満と判定されます。あなたは肥

満に陥ってはいませんか。

が
。
ま
た
胆
汁
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
濃
度
が
高
い
た
め
、
胆
石
・

胆
道
結
石
見
屏
し
や
す
い
。

　
〈
骨
・
関
節
疾
患
〉
　
痛
風
に

な
り
や
す
い
ほ
か
、
腰
痛
や
関

節
炎
火
に
併
し
や
す
い
。

肥
満
を
防
ぐ
た
め
に

　
そ
れ
で
は
、
肥
満
を
防
ぐ
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ

シ
か
。
特
包
楽
が
な
い
以
上
、

や
は
り
、
日
常
牛
届
か
見
直
し
、

悪
い
習
慣
か
改
め
る
レ
か
な
さ

そ
う
で
す
。

・
間
食
を
減
ら
す

・
１
日
の
食
事
は
３
回
に

　
欠
食
、
ま
と
め
食
い
は
肥
満

　
の
も
と
。

や
た
ら
に
揚
げ
物
、
い
た
め

物
か
ず
る
の
は
よ
く
な
い
。

ジ
ュ
ー
ス
や
、
コ
ー
ヒ
ー
・

料
理
の
砂
糖
は
控
え
め
に
。

・
飲
酒
は
適
度
に

・
適
度
な
運
動
を
日
課
に

・
早
食
い
は
し
な
い

　
早
食
い
か
ず
る
と
満
腹
感
が

　
得
ら
れ
ず
、
食
べ
過
ぎ
の
も

　
と
に
。

・
油
、
砂
糖
は
使
い
過
ぎ
な
い
　
　
・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

ＢＭＩ=体重（㎏）÷身長

（m）

減塩食の試食会は、食生活改善推進員の「若

葉の会」の皆さんのご協力を得て開催してい

ます。

成
人
病
に
つ
い

て

見つめ直そう、自分の健康

春の胃がん検診の受け付けは終了しました
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